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４つの基本方針と７つの戦略的目標、主要な施策

新たな東北圏広域地方計画の概要
新たな国土形成計画（全国計画） 目指す国土の姿「新時代に地域力をつなぐ国土～列島を支える新たな地域マネジメントの構築～」

新たな東北圏広域地方計画

東北圏の将来像（P）

全国計画に基づき、東北圏の地域特性を踏まえながら
特色ある地域戦略を描く

より良い東北圏を実現するためのポイント

震災の経験を活かし、レジリエンス(強さとしなやかさ)
を世界に発信する防災先進圏域の形成

グリーンな国土づくりに挑戦する東北圏の形成
エネルギー・食料の自給力と産業の競争力を
通した日本全体を牽引する東北圏の形成

誰もが自己実現でき地方の先導モデルとなる
デジタルとリアルが融合した地域生活圏の形成

東日本大震災・原子力災害からの復興・再生

（４）豊かな地域資源の活用と先端産業の挑戦による
国際競争力の強化

（５）交流・連携強化による世界とつながるネットワークの実現

（２）美しい国土の保全と恵みある豊かな自然の継承と利活用
（３）雪との共生や新しい暮らしを可能にするコンパクトな

圏域の実現

（６）自分らしくチャレンジできる自立的な地域の実現
（７）デジタルとリアルの融合により人口減少に

打ち克つ地域生活圏の形成

基本的な考え方

 新しい技術と震災の経験からクリエイティブな東北圏の未来を切り開く。
 原子力災害を経験した東北圏だからこそカーボンニュートラルを先導する。
 エネルギー・食料共有ポテンシャルを活かして、自立した圏域を目指す。
 若者・女性の挑戦を支え、多様な生き方を実現できる圏域を目指す。

新しい技術 クリエイティブ

カーボンニュートラル
エネルギー・食料供給

若者・女性の挑戦

（１）復興・再生の強い力を未来につなげる社会の実現

防災・減災・強靱化の推進

震災経験の伝承

東北版「地域生活圏」の形成

インフラの戦略的メンテナンスによる予防保全

地域循環共生圏の創造 「森里川海」の原風景の継承

冬に強く魅力的な地域づくり 都市と農山漁村の共生 遠隔医療

水環境の保全 先端産業拠点の形成 カーボンニュートラルの推進

日本海・太平洋２面活用

観光の拡大

生活と産業を支えるネットワーク 次世代の人材育成 地域生活圏 誰もが安心・便利な暮らし

官民パートナーシップ コンパクト＋シームレスなネットワーク

東北版の「地域生活圏」の形成にあたっては、デジタルとリアルを融合させ、誰もが安心・便利な暮
らしを実現することを目標とする。
現在の地域生活圏では、生活に必要な施設・サービスが圏域内になく、長距離移動等が必要となる市

町村についても、高規格道路の整備（リアル）、ドローン物流・遠隔医療の推進や、自動運転の普及等
（デジタル）により、地域生活圏を拡充し、人口減少下においても実現可能な便利な暮らしを目指す。

ドローン物流・スマート農業の推進

自動運転 遠隔医療

高規格道路・スマートICの整備

等 等 等 等

市町村界

Ａ市

Ｂ町

中心エリア
Ａ市

Ｂ町

Ｃ町

Ｄ村

Ａ市中心エリア
からの生活圏

（例）Ａ市における
地域生活圏

中心エリアからの生活圏内
に、生活に必要な施設等が
立地しており、便利な暮ら
しが形成されている。
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中心エリアからの生活圏内
に、生活に必要な施設等が
不足しており、遠方への外
出や、転出等が必要となる。

Ｂ町中心エリア
からの生活圏

（例）デジタルとリアルを
融合させた地域生活圏

Ｂ町中心エリア
からの生活圏

デジタルとリアルを融合さ
せ、安心・便利な暮らしを
実現させ、持続可能で活力
ある地域づくりを目指す。

東北圏における重点テーマ：デジタルとリアルが融合した「東北版地域生活圏」の形成 など

リアル

デジタル

デジタル デジタル

※中心エリアからの生活圏の一例として、中心地からの1時間圏内での移動・行動範囲等を想定。
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出典：農林水産省

高田松原津波復興祈念公園

東北圏の広大な圏土と豊かな自然（東北圏の魅力とポテンシャル）

弘前雪灯籠祭り
出典：弘前市HP

洋上風力発電設備建設拠点

次世代放射光施設(ナノテラス)

出典：東北大学

大曲の花火大会
出典：大仙市HP

ロボットテストフィールド

青森県リンゴ園
出典：青森県HP

三陸沿岸道路（釜石ICの開通）

七ヶ宿ダム山形花笠まつり
（出典：山形県HP）

糸魚川ジオパーク
（出典：新潟県HP）

ブランド米コシヒカリ
（出典：新潟県HP）

東北中央自動車道
（東根北IC～村山本飯田ICの開通）

出典：福島イノベーションコースト構想推進機構HP

水素エネルギーの研究


